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序に代えて

昨年６月、ロータリー情報委員長の竹中秀夫会員から、クラブ例会で３

分間情報としてロータリーの基本を説いてほしいとの依頼を受けました。

因みに、３分間情報『純ちゃんのコーナー」と言うのは竹中会員の命名で

あります。

私は、早速、当時ｕｐｔｏｄａｔｅな問題であったロータリーの規定審議

の問題から説き始めました。ところが、私は、生来‘慌て者であり、最初に、

どの様な構想によって体系的にロータリーを説くかと言うことを全く考え

ていなかったものでありますから、規定審議の話の次はロータリーの拡大

を説き、その次はライラセミナー、次は職業奉仕を説くというように、

ロータリーの体系を無視した甚だ法律家らしからぬ非体系的な論述になっ

てしまいました。

これは一つには、８月はロータリー拡大月間、９月は新世代月間、１０月

は職業奉仕月間と言う具合に、当初、ロータリーの月間に倣って説き始め

たのがそもそもの間違いでありました。何故なら、ロータリーの月間なる

ものはロータリーの理論体系とは何ら関係がないからであります。

やはり、ロータリーの基本を説くためには、ロータリーの歴史、ロータ

リーの思想、ロータリーの組織そしてロータリーの実践という順序を踏ん

で体系的に説くべきであったと思います。

しかし、その誤りに気付いたのは、１１月になってからでありました。

もっとも、例会の３分間でロータリーの基本を体系的に説いて行くことは

非常に難しい事ではあります。結局、体系的な叙述を諦めて、御覧の通り

の断片的な論述の寄せ集めになってしまいました。雑駁な思考を恥じるば

かりであります。御海容ください。

この様な次第で、大変読みづらいとは思いますが、御笑覧賜りますれば

幸せに存じます。

深川純



1．ロータリーの基本原則について

先般の規定審議会の結果、ロータリーの世

界に重大な変化が起こりました。即ち、この

７月１日を以て、ロータリーは、完全にｔｕｒｎ

ｉｎｇｐｏｉｎｔを回ったと言えます。勿論それ

は、ロータリーの繁栄に向けてではなく、

ロータリーの崩壊を意味するものでありま

す。その論点は色々ありますが、今日は二つ

の点だけ指摘しておきます。

第１点は、ロータリーを今日の力と安定に

まで築き上げた基本原則である一業一会員制

の原則を国際ロータリー自らが捨て去ったこ

とであります（01-148)。

その内容は、「会員の種類を正会員と名誉

会員の２種類とする。したがって、従来のＡ

ｄｄｉｔｉｏｎａｌ，Ｓｅｎｉｏｒａｃｔｉｖｅ，Ｐａｓｔｓｅｒｖｉｃ

ｅ等の会員区分は廃止する。

同一職業分類の会員を５名とし、５１名以上

のクラブは１０％を超えてはならない。

職業分類は小分類を基準とする。

この制定案が発効する時点で既に会員であ

る者は、会員身分を失うことはない」と言う

ものであります。

これは、一業多会員制の容認であります。

実は、一業一会員制の崩壊現象は、今に始

まったことではありません。数年前、田中毅

ＰＧよりアメリカのＨｏｕｓｔｏｎ．Ｒ、Ｃの職業

分類表を入手しましたが、驚くべきことに、

そこには50名の弁護士が登録されていまし

た。公認会計士の数が20名を超えていまし

た。このように、アメリカでは、一業一会員

制は、早くから崩壊していたことを認めざる

を得ません。

第二点は、ロータリーの組織原理の根幹で

ある国際ロータリーの定款、細則及びクラブ

の標準定款に違背するクラブの加盟を、国際

２

ロータリー自らが200クラブに限り、５年間

のパイロット・プロジェクトとして認めたこ

とであります（01-186)。

この二点は、２０世紀の初頭以来、ポール・

ハリスを始め幾多の先人達が営々として築き

上げてきたロータリーの基本原理を根底から

覆すものであります。しかも、この提案は、

国際ロータリー理事会の提案であります。ま

さに『ロータリ－よ、どこへ行くのか」の観

があります。文豪バーナード･ショウは｢ロー

タリーは昼飯を食いに行くのさ」と皮肉った

と言いますが、笑い事では済まされない事態

が惹起されたと言わなければなりません。

これらロータリーの基本原理は、いずれも

ロータリーの魅力の根源であります。した

がって、この基本原理が否定されることにな

れば、ロータリーの魅力がなくなります。既

に、熱心なロータリアン達が、次々にロータ

リーを去りつつあります。

私達は、この事態にどのように対処すべき

でありましょうか。

この基本原理を放棄したのは、国際ロータ

リー理事会でありますから、国際ロータリー

のことは放置するほかありませんが、私達は

自分のクラブは自分で守るほかありません。

そのためには、ロータリーの魅力の根源であ

る基本原理を見つめ直す必要があります。

何故一業一会員制なのか、何故標準クラブ

定款が必要なのか、その事の意味について、

根本的に考え、実践する必要があります。そ

の事によって初めてロータリーの魅力が蘇る

ものと思うのであります。したがって、次回

は、ロータリーの魅力についてお話をしたい

と思います。



２．－業一会員制について

今回の規定審議会では、ロータリーの組織

原理としての一業一会員制の原則に代わって

一業多会員制が採用されました。しかし、一

業一会員制は、ロータリーの創始者ポール・

ハリスによって提唱されたロータリー創立以

来の大原則であり、ロータリーの魅力の中核

であります◎したがって、私達は一業一会員

制のもつ意味をよく考えてみなければならな

いと思います。ポール・ハリスは、1905年２

月23日に３人の友達と語り合ってロータリー

クラブを作ろうとしたときに、何故一業一会

員制を提唱したのでしょうか。

資本主義経済社会は、自由競争社会であり

ます。そこでは織烈な競争によって、同業者

は、お互いに食うか食われるかの関係に立た

されます。したがって、クラブの中に同業者

が居ると、お互いに疑心暗鬼になり、心を開

き合って仲良くなることができません。

また、同業者は、同じ業界にいますから、

お互いに善いところを知っているとともに、

悪いところも、醜いところもお互いに知り尽

くしています。したがって、『彼は俺の欠点

を知っている」ということが一点ありますか

ら、本当に心を開き合って親睦の内に相和す

ることができないのであります。

同業者には、このような事情がありますか

ら、ポール・ハリスは、ロータリークラブを

作るに当たっては、同業者を排除して、一つ

の職種から一人だけ会員を選ぶという一業一

会員制の原則を採用したのであります。即

ち、一業一会員制の原則は、クラブ親睦を担

保するための原則であり、ロータリーの魅力

の根源なのであります。

ところが、今般、一業一会員制に代えて一

業多会員制になると、同業者が沢山入会して

来る結果、クラブライフの中核である「親睦』

が崩壊します。親睦のエネルギーを世のため

３

人のために放流しよう、即ち『親睦なくして

奉仕なし』と言われるロータリーにあっては、

親睦の崩壊は奉仕の形骸化、ロータリーの魅

力の喪失を意味します。

また、一業一会員制の原則には親睦の担保

のほかに、もう一つ奉仕の担保という重要な

機能があります。これは1908年にシェルドン

が理論構成したものであります。即ち、ま

ず、地域社会に存在する全ての職種から一人

ずつ良質な会員を選び、その会員は毎週一回

の例会で奉仕の心を身に付ける。次に、例会

を出て自分の業界に帰った会員は、ロータ

リーから差し向けられた大使として、業界に

ロータリー精神をアピールする。このように

して一人一人の会員が全ての職種にアピール

する事によって、地域社会全体にロータリー

精神が行き渡り、社会改良の実が上がるとい

うものであります。したがって、ロータリア

ンの選ばれていない職種があると、その職種

にはロータリー精神が行き渡らないことにな

り、その限りにおいて社会改良の実が上がら

ず、奉仕の実効‘性が欠落することになるので

あります。これは奉仕の実効’性を担保するた

めの一業一会員制の原則であります。

ここで重要なのは、一つの職種から一人ず

つ「良質な会員」を選ぶことであります。こ

れが一業多会員制になると、会員の良質性は

担保されません。その結果、奉仕の良質性に

影響を及ぼします。ロータリー運動は、良質

な一人は、よく千人を管理するという一騎当

千の理論を前提としています。これがロータ

リーの魅力の中核であり、一業一会員制の原

則の重要な意味であります。そして、この、

一業一会員制を採用するか否かは、クラブ自

治権によって私達に自由に認められているの

であります。



３．ロータリーの魅力について

今回の規定審議会において、一業一会員制

の原則の代わりに一業多会員制が採用されま

したが、それは、必ずしも一業種から５人の

会員を採らなければならない事を意味するも

のではありません（01-148)。現に、一業種

に一人しか会員が居なければ、一業種につい

て一人しか会員をとることが出来ません。し

たがって、一業種一人で60業種を集めて会員

60名のクラブを作るか、一業種二人で30業種

を集めて60名のクラブを作るかは、各クラブ

の自治権の問題であって、各クラブは、自由

にその会員構成を決めることが出来るのであ

ります。

伊丹のような地域社会でも、職業の種類

は、600業種を超えるだろうと思われます。

したがって、一業種から一人ずつ会員を採っ

ても、600名のクラブが出来上がることにな

ります。会員60名のクラブを作るのに、３０業

種から二人ずつ会員を採る必要はなく、６０業

種から一人ずつ会員を採って会員60名の一業

一会員制にすればいいのであります。このこ

とは、クラブ自治権によって各クラブが自由

に決め得ることなのであります。したがっ

て、伊丹クラブは、ロータリーの魅力を守る

ために、一業多会員制のもとにおいて、一業

一会員制の実現に努力すべきであります。そ

して、業種が多いほどクラブの魅力は増すの

であります。何故なら、業種が増えることに

よって、異業種による会員相互の自己研讃・

切嵯琢磨の機会が増えるからであります。

要は、出来るだけ沢山の業種から会員を集

めることによって、地域社会の全ての職種に

ロータリー精神が行き渡るようにすることが

肝要であります。

クラブの魅力に関して言えば、会員数の少

４

ないほうがクラブの魅力は増すのでありま

す。例えば'9世紀の「ザ．クラブ」などは、

エドモンド・パークやスウィフトのような哲

学者、政治学者、文豪など'2名によって組織

され、その後40名に増員されています。この

ような・極端な限定会員制を採ることによっ

て、このクラブに入会することは最高の名誉

とされているのであります。，9世紀のイギリ

スのクラブ「アレクサンドリア』も、上流社

会の貴婦人のみによって組織された限定会員

制のクラブであります。ロータリークラブ

は、この比ではありませんが、それでも一業

一会員制という限定会員制を採ることによっ

てその魅力を維持してきたのであります。

限定会員制は、その限定の粋が厳しいほど

魅力を増すものであります。このことは、

「ザ・クラブ』や『アレクサンドリア』の例

を見れば明らかであります。ロータリーの魅

力という視点から見るならば、今般の規定審

議会において採用された一業多会員制は、一

業一会員という限定の枠を緩める点におい

て、ロータリーの魅力を喪失させるものであ

ります。ロータリーの魅力がなくなれば、会

員は減少します。現に、７月，日以降、ロー

タリーに幻滅を感じて退会して行く人達が増

えて居るのであります。

今月は、あたかも会員増強．ロータリー拡

大月間であります。国際ロータリーは、会員

の増強・ロータリーの拡大を呼び掛けるので

あれば、すべから<ロータリーの魅力を取り

戻すために一業一会員制を回復すべきであり

ます。一業一会員制なくしてロータリーの魅

力なく、ロータリーの魅力なくして会員の増

強は有り得ないからであります。



４．会員増強・ロータリーの拡大について

８月は、「会員増強・ロータリー拡大月間」

であります。会員増強の『増』は会員の量を

増やすことであり、増強の『強」は会員の質

を高めること即ち、会員の内なる人を強くす

る、内なる心を磨くことであります。これに

はロータリアンの教育が絶対条件でありま

す。しかるに、現在、ロータリアンの教育は

あまり行われて居ません。

この様な状況では、会員の増『強」は不可能

であります。会員の質を高めることなくして

真の会員増強は有り得ません。会員の量の増

大のみを求めても、結果的には会員は減少し

ます。最新のＲＩの情報では、一昨年から引

き続いて会員は減少しています。これが今、

RIの大きな悩みになっているのであります。

会員の減少の原因は何か。社会の不況か。

否。アメリカは好況であるにも拘らず会員は

減少しています。最大の原因は、ロータリー

に魅力がなくなったことであります。

何故、ロータリーに魅力がなくなったの

か。ロータリアンがロータリーの心を忘れて

いるからであります。私達の先輩は、ロータ

リー９６年の歴史を通じて、一貫してロータリ

アンの魂の浄化、心を磨くことを心がけてき

たのであります。

イギリスでは、「ロータリーは、人間の魂の

在り方の問題である」と言われているように、

ロータリーの第一義は、心の開発でありま

す。そこにロータリアンは、誇りをもったの

であります。したがって、ロータリアンが、

もう一度この誇りを取り戻さずして、ロータ

リーの魅力を回復することはできないと思う

のであります。

昔、西宮クラブの八馬啓さんは、伊丹クラ

ブの例会に一分遅刻されました。すると彼

は、「一分遅刻したから今日はメイクアップ

５

にしないで下さい」と言って、ヴイジターフ

イ－を払って最後まで例会を楽しんで帰られ

ました。自らを規律すること極めて厳しいこ

とに驚きました。最近は、この様なロータリ

アンが非常に少なくなったと思います。

何はともあれ、２１世紀にロータリーを強化

しようとするなら、ロータリアンの内なる心

を強化することが絶対に必要であります。そ

れにはロータリアンの教育を欠かすことはで

きません。

近年、ＲＩの会長は、量と質との両立を訴え

ています。質の向上については、良質な新会

員の獲得のみならず、現金員の退会防止も忘

れてはならないことであります。

量と質との両立について一つの例え話を紹

介しておきます。

キップッリングと言う作者が動物の小説を

書きました。「ジャングルの法則｣と言うので

ありますが、その一節に「群れの力は狼であ

る。そして、狼の力は群れである」と言うの

があります。つまり、一匹の力の強いことが

群れの力を強くする。群れを構成する一

匹々々が、まさに一匹狼のように強いことが

全体の力を強くするのであります。

ロータリーも一人々々のロータリアンを強

くすることによって、初めてロータリークラ

ブが強くなり、ロータリークラブが強くなる

ことによって、初めてその連合体であるＲＩ

が強くなるのであります。したがって、ロー

タリアンー人々の内なる人を強くすること、

即ち、会員の教育が必要不可欠となるのであ

ります。これなくして量と質との両立を考え

ることは出来ないのであります。会員増強の

『増」は量の問題。『強」は質の問題。

どちらも同じ位に大事であることを忘れては

ならないと思います。



５．ロータリーの拡大について

８月はロータリー拡大月間であります。何

故、ロータリーは拡大しなければならないの

でしょうか。

ロータリーは、当初、会員の親睦と相互扶

助を目的として始まりましたが、１年半位

経った頃、ドナルド・カーターは「親睦と相

互扶助だけを考えて、世のため人のためのこ

とを考えないクラブは、永続牲がない。その

ようなエゴイズムのクラブには入会しない」

と言って入会を断りました。このことが契機

となって、シカゴクラブは、世のため人のた

めの事も考えるクラブに変わっていったので

あります。

世のため人のため、即ち奉仕を考えるクラ

ブであれば、それはシカゴだけにあるべき筋

合いのものではなく、全米の地域社会にあっ

て然かるべきだというのでロータリーの拡大

が始まったのであります。したがって、ロー

タリー拡大の路線は、ドナルド・カーターに

よって敷かれたと言ってもよいのでありま

す。これがロータリーの拡大の理由でありま

す。

1908年以降、サンフランシスコはじめオー

クランド、シアトル、ニューヨーク、ボスト

ンとクラブが作られて行き、1910年には、全

米に１６のクラブが出来上っていました。た

だ、クラブを作る作業は、クラブにとって大

変な負担となり、クラブの親睦を崩しました

ので、全米にクラブを作っていく作業は、ク

ラブとは別枠の団体を作って、その団体に任

せた方がよいということになり、1910年、当

時、すでに全米に存在していた16のクラブを

もって全米ロータリークラブ連合会（現在の

国際ロータリー、即ちＲＩ）を創立し、それに

ロータリーの拡大の仕事を任せたのでありま

す。

６

このようにしてロータリーの拡大は、ＲＩ

の仕事の一つになったのであります。

ところで、ＲＩは、ロータリー１００周年の

2005年までに150万人のロータリアンと言う

増強目標を承認する件(01-658）を提案し採

択されました。ロータリーの拡大は、国際大

会の決議によってＲＩにゆだねられた仕事で

ありますから、会員を増やすことはＲＩの職

責上当然のことではありますが、一方、会員

数の増加はロータリアンの質の低下を招かな

いか、したがって、ロータリーの魅力が失わ

れないか、等々色々と問題があります。

本来、限定会員制の下では、限定の粋が厳

しいはど魅力が増すものであります。しか

し、限定の粋が厳しすぎると、会員の増強・

ロータリーの拡大を計ることが出来ません。

したがって、その調和を計ることが必要であ

ります。

従来から、これ以上会員を増強しロータ

リーを拡大すると、会員の質が低下するとい

う意見があります。しかし、これは、今居る

会員だけがが良質なことを前提とした議論で

あります。良質な会員は、今居る会員以外に

も沢山居るのでありますから、会員増強、

ロータリーの拡大は計るべきであります。た

だ、ロータリーの魅力を担保するために良質

な人を選ぶべきであります。拡大の方法とし

ては、従来存在しなかった新しい職種にも良

質な人が居ます。更に、女性にも良質な人が

居ます。これらは、新たな拡大の分野として

考慮すべきであろうと思います。良質なもの

は、まだまだ存在します。したがって、拡大

は止めるべきではありません。しかし、質の

低下を招くような会員増強・ロータリーの拡

大は、ロータリーの魅力を維持するために厳

に慎むべきものであります。



６．ＲＹＬＡについて

今月は新世代月間でありますのでライラ（Ｒ

ＹＬＡ）の話をします。

ライラというのは、RotaryYouthLea

dershipAwardsの略称であって「青少年

指導者養成計画」と訳されています。当地区

ではセミナー形態を採っています。

当地区のライラセミナーは、毎年３月に、

小豆島の余島において四国のＲＩ第2670地区

との合同プログラムとして開催されていま

す。

この余島には、“人と出会い、神と交わり、

愛の火の燃えるところ'，という今井鎮雄パス

トガバナーの言葉があります。

ロータリーが企画したこのライラは、いみ

じくもこの言葉に集約されています。即ち、

このセミナーのスケジユールの構成もこの言

葉に当てはまります。即ち、第１日“初めに

親睦ありき”このセミナーは、ロータリー

の世界と同じく、良質な「出会い」を保障し、

良質な親睦を熟成するところから始まりま

す。これが“人と出会い，’であります。

オリエンテーションの後は、初めて出会っ

た受講生同士の親睦のためのオープニング

パーティ。その後は、親睦のためのキャビン

タイムと続きます。

“神と交わり”とは、ロータリーの世界で

は、奉仕哲学の追求・真理の追求を意味しま

す。

“愛の火の燃える，'とは、ロータリー的に言

えば、奉仕の心が育つことであります。

第２日午前中２時間は、奉仕哲学・真理

の追求のための「講義」であり、ここから

“神と交わる”時間が始まりますが、午後一

７

杯は未だ親睦のためのレクリエーションタイ

ム（完全な自由時間）であり、更に引き続い

て、夜は、親睦の熟成のためのキャンプファ

イヤーとキャビンタイムであります。

第３日この日から初めて、一日“神と交

わる”時間を設定します。即ち、午前中２時

間の「講義」に続いて午後１時間の「思索の

時間｣、更に続いて３時間の「バズセツシヨ

ン｣、そして夜は、３時間の「フオーラム」に

よって知性の練磨が行われ、“愛の火が燃え

る”のであります。

第４日午前中２時間の「講義」に続いて、

最後の仕上げとして「総括」を行います。そ

して閉講式によって幕を閉じます。

このスケジュールの進行は、全て受講生の

自律に委ねられています。

昔、ロータリーが親睦の内におのづから奉

仕の心を生み出したように、このライラも受

講生達の自律と親睦の内に、彼等彼女等の心

の中に、暖かい奉仕の心・愛の火が点れば幸

いであり、地域へ帰って実践してくれること

を期待しているのであります。

実は、愛の火がともるか否かは、彼等次第

であり、地域へ帰ってからともるかも知れ

ず、１０年後にともるかも知れない。或いは永

久にともらないかも知れない。

ただ、ロータリーとしては、そのための種

を蒔いておこう、ただ、それだけのことをし

よう。その種が芽生えるか否かは、私達が信

頼した彼等彼女等に委ねよう。暖かく見守っ

て行こう。そして未来に期待をかける。これ

がライラの趣旨であります。



７．職業奉仕について

昨日で職業奉仕月間が終わりましたので、

職業奉仕に因んだ話しを致します。

紙製造卸業者であるロータリアンの述懐で

あります。即ち、紙製造などという仕事は、

社会的地位も低く、卑しい職業であって、利

益も少ないし、自分は悪い星の下に生まれた

なと絶望的に世の中を見ていましたが、ある

日翻然としてその非を悟ったのであります。

それは、人々が毎朝食べるパンを清潔な状態

で家庭に運ぶことが出来るのは、自分が作っ

ている紙あればこそであります。

食事というものは、単に食欲を満たすため

に採るのではありません。人間が神の司る宇

宙の秩序体系の下に帰依するための生命を維

持するために食事を採るのであって、食事を

採るということは、最高の宗教的な儀式であ

ると考えられるのであります。

アメリカの東部には、この考え方がありま

す。例えば、ミシガン大学の食堂は、ケンブ

リッジ大学のキングスカレッジのチャペルを

模して作られていますが、ここでは、食事は

儀式と考えられています。したがって、服装

もスーツを着用します。

この様な儀式に用いられるパンは、清潔で

なければなりません。それを清潔な状態で届

８

けられるのは、自分の作った紙あればこそで

あります。その時に、自分は‘悟るところが

あったというのであります。

要するに、紙を作って商っていることは同

じであります。現象的には変わりません。そ

れを、どの視点でとらえるかによって覚'悟が

違ってくるのであります。これが大事なとこ

ろであって、職業奉仕というのは、まさにこ

の考え方であります。

また、例えば、医師が診察する場合に、沢

山の患者が来ているのを見て、自分の収入が

増える、と考えるのでは問題になりません。

そうではなくて、自分が大学以来勉強した知

恵をもって、地域医療のためにどこまで潤す

ことができるか、と考えることによって、職

業イコール奉仕という考え方になるのであり

ます。診察という行為は同じだが、考え方が

違うのであります。そして、それが結局、職

業を栄えさせることになるとロータリーは説

くのであります。

要するに、職業を現象と見る限り、やって

いる事は同じだが、その考え方を変えると

ロータリーが提唱している職業奉仕の世界に

入って来るということであります。



８．ｌＭについて

１月の１Ｍは、当クラブがホストでありま

すので、今日は１Ｍの話を致します。

１Ｍと言うのは、IntercityMeetingの略

語であり、昔はＩＣＧＦと言っていました。こ

れはInter-CityGeneralForumの略語

であって、都市連合フオーラムと訳されてい

ました。したがって、これは分区単位のフ

ォーラムであります。その後、Inter-City

は一つの言葉だというので、ＩＣＧＦのＣを省

略して1ＧＦとなり、数年前から現在の１Ｍと

なったものであります。したがって、１Ｍの

実体はフオーラムであります。

ただ､この１Ｍという言葉は、ＲI会長など

が来日した時に、ＺＯＮＥ単位でバストガバ

ナーが集まる会合も１Ｍと言う事があり、更

に、InformalMeetingの事も１Ｍと言うこ

とがありますので、大変紛らわしい言葉であ

ります。したがって、ここで言う１Ｍとは、

フォーラムの要素のあるものとして区別して

おく必要があると思います。

この様に、１Ｍは、フォーラムの要素がなけ

ればなりません。即ち、ロータリアンの心を

磨く、言わば自己研讃の契機となるものでな

ければならないのであります。

ロータリーでは、１Ｍのほかに、クラブ例

会、クラブ協議会、地区協議会、地区大会等

９

色々な会合がありますが、これらロータリー

上のすべての会合は、ロータリアンの自己研

讃の契機を季むものとして、出席が強く要請

されています。クラブ例会などは、４回連続

して欠席すると自動的に会員資格を失うもの

として、出席が強制されています。例会の出

席はロータリアンの基本的な義務でありま

す。したがって、１Ｍについても、ロータリア

ンは、病気その他特段の事情が無い限り出席

することが望ましいのであります。昔のロー

タリアンは、ロータリー上のすべての会合に

は、出席するのが当然と考えていました。私

もガバナーになるまでは、１Ｍや地区大会そ

の他ロータリーの会合には、１回も欠席した

ことはありませんでした。

ところが、最近は、義務出席などという言

葉が現れ、出席することが当燃では無くなっ

てしまいました。誠に嘆かわしいことであ

り、ロータリーの衰退は目に余るものがある

と思います。昔は、義務出席などと言わなく

ても、皆出席したものであります。したがっ

て、今一度、往年のロータリーの繁栄を取り

戻すために、ロータリアンの基本的な義務で

ある例会出席と同様に、１Ｍや地区大会にも

奮って出席されるようお願い申し上げる次第

であります。



９．例会について

前回は1Ｍについて話しましたので、今日

は例会について話します。

ロータリーの指導概念は、親睦と奉仕であ

ります。実はロータリーの例会も、親睦と奉

仕によって成り立っています。即ち、最初の

30分間は食事と団梁の時間即ち、親睦の時

間。後の30分間は、奉仕に耳を傾ける時間即

ち、卓話の時間であります。この二つの要素

がなければ、ロータリーの例会とは言えない

のであります。したがって、この意味から言

えば、当クラブのサンクスギビングデーパー

テイ（感謝祭）に先立って行われている１０分

間の例会は、例会の体をなしていないと言わ

なければなりません。

アメリカのアナハイムのガバナーの研修会

場には、『入りて学び、出でて奉仕せよ」と書

かれています。この入りて学ぶと言うのは、

お互いに仲良くなって学び合うこと、即ち、

親睦のことであります。ロータリーの例会も

これと全く同じであって、例会に入れば、親

睦の内に相和して、お互いに切瑳琢磨し、一

歩例会を出ると、そこは奉仕の実践の場であ

ることを意味しているのであります。この点

をとらえて、日本ロータリーの創立者米山梅

吉先生は、「ロータリーの例会は人生の道場

である」と喝破したのであります。

ロータリーの例会は、この様に会員の親睦

の場であります。それは、会員だけの水入ら

ずの親睦の場であります。会員の奥様といえ

ども妄りに入ることは許されないものであり

ます。只一つの例外は、ロータリアンのビ

ジターであります。これはメイクアップの制

度によって、世界中どこのクラブにも堂々と

入ることができます。これ以外の人は例会に

入ることは出来ません。これがクラブという

ものであります。したがって、ロータリアン

以外の人は、例会に入れてはならないのであ

ります。この意味から言えば、先程例を挙げ

ました当クラブの感謝祭の際の例会は、ライ

オンズクラブの人達も青年会議所の人達も伊

丹市長も出席していますから、これは如何な

ものかと思うのであります。ロータリーと何

の関係もないこのような人達を例会に出席さ

せることは、この人達に対して大変失礼に当

たると思うのであります。したがって、感謝

祭のパーティとクラブ例会とは、分けて開催

するべきであります。今日は色々と苦言を呈

しましたが、私達は、クラブ例会の正しい在

り方を謙虚に反省すべきであると思うのであ

ります。

－１０－



10．職業奉仕論…下請関係…１

資本主義経済社会は、分業を通じて発展し

て来たものであります。イギリスのグラス

ゴー大学教授アダム・スミスの著書、経済学

のバイブルといわれる国富論(Wealthof

Nation）の冒頭に出て来るのが実は分業（d

ivisionoflabor）なのであります。

現在、資本主義経済社会は、分業によって

効率を高めて行くところから、簡単な商品を

生産する場合でも、下請との関係を持たない

会社は殆どないと言えるのであります。自動

車一台作るにしても、部品などは専門家に任

せた方が良質なものを安く作ることが出来る

ことを考えて、人間は、分業に分業を重ねて

来たのであります。

ところが、分業の当事者、即ち親会社と下

請との関係を見ると、力のバランスが崩れて

いて、資本力は、原則として親会社の方が強

いのであります。そこで、ローマの格言に

『人は人にとって狼である』と言われている

ように、人間ほど恐ろしいものはないので

あって、力の強い者が弱い者を犠牲にして行

くのであります。ここにマルクス・レーニン

主義の出て来る一つの原因があるのでありま

す。例えば、１万円の金を持っているとする

と、１円の物を１万倍した物しか買えないか

と言うと、実はそうはならないのでありま

す。交換価値というものを交換力と考える

と、１円の１万倍は、数値の上では、まさに

１万円になりますが、交換力の面では、１万

円以上の物と交換することが出来るのであり

ます。したがって、現実に物と交換する場合

には、１万円持って居る人と、１円しか持っ

ていない人とでは、交換力に差が出てくるこ

とになります。したがって、大資本は益々大

きくなって行くのであって、この点が、マル

クスの言う「資本の論理は力の論理』という

ことになるのであります。

マルクス主義は、このアンバランスを国家

権力によって調整しようとする発想であっ

て、権力によって解決しようとする点が倫理

運動としてのロータリーとしては、納得でき

ないのであります。ロータリーは、倫理運動

の立場から、このアンバランスを徳の力に

よって調整しようとするものなのでありま

す。徳というものは、目に見えないものであ

りますが、金銭では測ることの出来ないほど

価値のあるものであります。

徳の力を一枚入れる、これが倫理運動たる

ロータリーの考え方でありまして、この考え

方から、二つの倫理原則を出すことができま

す。

第一に「利益の適正分配の原則｣、第二に

「賄賂禁止の原則」であります。

－１１－



11．職業奉仕論…下請関係…２

下請関係における倫理原則の第一は、「利

益の適正分配の原則」であります。これは一

言で言えば「人を泣かせて、その上に自分の

幸せを築くなよ」と言うことであります。

要するに、これは公平の原則であります。

事例を紹介しておきます。ハーバート・テイ

ラーが、1932年に倒産したアルミ食器会社の

再建を引き受けて、約１０年後には一流の企業

に育て上げたときに使ったのが、この公平の

原則であります。

或る日、彼は、印刷業者と契約をしました。

ところが、印刷業者が会社に帰ってから、自

分の計算違いから、その契約では大変な損を

することに気が付きました。今更、契約のや

り直しを申し込める筋合のことではありませ

ん。さればと言って、みすみす損をすること

が判っていながら、真面目な仕事をすること

ができるかどうかについても自信はありませ

ん。そこで、印刷業者は、断られても元々だ

と思って、損をしない程度に契約のやり直し

を申し入れました。ハーバート･テイラーは、

それを聞いて、『なるほど、それは気の毒なこ

とだ。しかし、自分１人では決められないか

ら皆に相談してみよう」と言って、これを取

締役会にかけました。取締役会では、『当社

は、一銭も値切らずに印刷業者の言う通りに

契約をした。相手は納得して契約したのであ

るから、その契約に計算違いがあったか否か

は、当社の全く関知しないところであるか

ら、当然、契約は守ってもらうべきである』

という意見が大勢を占めたのであります。し

かし、ハーバート・ティラーは、「我々は、「四

つのテスト」を誓い合っているではないか。

この契約で真実とは何か。契約通りにことを

運べば、相手が確実に損をするということで

ある。しかもこの契約は、相手の真実の意思

に基づいたものではない、そのことが、みん

なに公平と言えるのであろうか、好意と友情

を深めることになるのであろうか、そして、

みんなのためになるのであろうか』という論

法で取締役会を説得して、結局、印刷業者が

損をしない程度に契約のやり直しをしたので

あります。やがて、このことが口込みで業界

に伝わり、ハーバート・テイラーの会社と取

引をしておれば安心だ、と言うことになり、

信用を確立することになったのであります。

これは、自分の会社が儲ける反面におい

て、下請の印刷会社を泣かせてはならないと

いうこと、利益というものは、親会社も下請

も孫請も、全てに適正に分配されなければな

らないという「利益の適正分配の原則｣の実

践例であります。
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12．職業奉仕論…下請関係…３

下請関係における倫理原則の第二は、「賄

賂禁止の原則」であります。

親会社と子会社、元請と下請その他あらゆ

る取引関係において、当事者の力のバランス

が崩れると、力の弱い者が強い者に対して賄

賂を贈るという現象が起ります。

そこで、ロータリーは、古来、倫理運動の

視点から、賄賂の授受を厳に戒めているので

あり、これは職業奉仕論の核にある大きな柱

であります。

昭和六年の日本の２代目のガバナー井坂孝

のガバナー月信第１号（S,6.8.10）は、夙に

有名であります。彼は、ＲＩ第70地区のガバ

ナーに就任して、全国のロータリアンが拳々

服暦すべき職業倫理の三ケ条を提唱したので

あります。即ち、

第一に日ク、Rtn，たる者は、約束を守る

べし。

第二に日ク、Rtn’たる者は、賄賂を贈る

ことなかれ。

第三に日ク、Rtn，たる者は、徒に慈善事

業に憂き身をやつすことなかれ。

第一の約束を守るというのは、ロータリア

ンは皆職業人でありますから、契約を守るこ

と、即ち、契約的正義の実現を説いているの

であります。更に、約束を守ると言うことの

中には、時間を守るということが当然含まれ

ています。時間は万人の共有物でありますか

ら、時間を守らないということは、全ての人

に迷惑をかけることになります。

第二は、賄賂を贈ることなかれ、というこ

とは、言うまでもなく、賄賂の横行しない健

全な取引社会・公正な自由競争社会の実現を

説くものであります。

第三は、慈善事業を否定するものではない

が、それに憂き身をやつしてはならないと言

うのであります。慈善事業はロータリアンで

なくともできること、ロータリーの第一義は

ロータリアンの心の開発であり、それに基ず

く職業奉仕の実践によって自分の職業を安定

させて、然る後に余裕があれば、慈善事業を

実践してもよいと言うのであります。

要するに、井坂ガバナーの提唱は、職業奉

仕を中心とするロータリー観の提唱であり、

ロータリーの神通力は、実業の世界において

のみ発揮せらるべきであると言い切っている

のであります。

今、日本の政界、官界、財界の贈収賄によ

る職業倫理の退廃は、誠に目に余るものがあ

ります。この責任の一端は、倫理運動の主体

たるべきロータリーにあると言わなければな

りません。我々は謙虚に反省すべきであると

思うのであります。
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13．職業奉仕論…下請関係…４

ロータリーは、『賄賂』という概念を非常に

広く定義しています。即ち、

法律上、賄賂の授受によって収賄罪、贈賄

罪が成立するためには、それを受け取る側が

公務員であることが必要であります。私人間

に賄賂罪は成立しません。

ところが、ロータリーは、倫理の世界であ

りますから、倫理運動の立場から、私人間の

賄賂の授受をも禁止し、しかも、賄賂の概念

を広くとらえているのであります。即ち、労

働の対価として受取る正当な報酬または取引

の対価として受取る正当な所得以外の一切の

金品の授受は、これを悉く賄賂と見倣すので

あります。したがって、これは法律概念では

なく、倫理概念であります。

これが基本原則でありますが、この立場か

ら見ると、盆暮の中元・歳暮も賄賂になるの

であります。そうだとすると、これらの品物

の受領を拒むことが、相手の善意を踏みにじ

ることになります。したがって、この原則だ

けでは処理し切れない様々な事態が発生する

ことになります。

そこで、ロータリーは、このような状況を

踏まえて、第二の原則を立てます。それは、

「公開の原則」（Publicity）であります。即

ち、特定の物品または金銭の授受が、賄賂に

なるかどうか疑わしい場合にあっては、それ

を公開すべし、というのであります。した

がって、ロータリアンは、クラブ例会におい

て、仲間の意見を聞けばいいのであります。

「昨日、歳暮として羊葵を貰ったが、これは

賄賂だろうか」と聞いてみて、皆が『それは、

社交儀礼のものだから賄賂にはならないよ」

と言えば、それで賄賂性は消えるのでありま

す。これに反して、例えばロッキード事件の

ピーナツ－つ５億円、これは誰に聞いても

『それは賄賂だ」と言うでしょう。これは

ロータリーの倫理運動の立場から見て完全に

賄賂であります。したがって、心に痕しいこ

とがなければ、堂々と公開できる筈でありま

す。ロータリーは、そこのところを見ている

のであります。即ち、先ず第一に、Ｒｔｎ′自

身が、その金品を受け取ることによって職業

関係の公正さを害しないか否か、心に吹しい

ことがないか否か、を主観的に判断し、

第二に、クラブ例会において、皆の意見を

聞いて、客観的な社会倫理によって節にかけ

るのであります。

ロータリーは、この様にして、健全な取引

社会の実現を目指しているのであります。
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14．職業奉仕論…下請関係…５

賄賂を受け取ることに関しては、オナラ

リューム(Honorarium)の問題があります。

これは、沿革的には中世ヨーロッパにおい

て、神父が人々に対する限りなき愛情をもっ

て、人々を救うために、何物も求めず、ただ

只管に神の摂理を説いたことに対して、これ

を聞いた人達が感謝の気持ちをもって差し出

す金品のことであります。中世ヨーロッパに

おいて身分の保障された聖職者には、報酬請

求権がありませんでしたから、このような金

品を神父の方から請求することはできません

でしたが、人々が感謝の気持を込めてこれを

差し出したときには、これを受け取ることが

できるというものでありました。人々の心の

中には、ただ感謝の気持があるばかりであっ

て、これによって反対給付を求める意図は一

切存在しないのであります。したがって、こ

れは賄賂にはならないのであります。

この‘慣習は、現代社会においては、中世神

学の分かれとしての医師、弁護士、大学教授

その他のプロフェッション（Profession）

と呼ばれる人達の分野に、僅かにその残影を

見ることができるかと思うのであります。し

たがって、例えば、神様から与えられた客観

原理をもって、只管患者の命を救うことを

もって職業の第一義とする医師が、手術を無

事に終えた後で、患者が感謝の気持を込めて

何がしかの金品を差し出したときは、感謝の

気持をもってこれを受け取るべきであり、こ

れは賄賂にはならないと私は考えるのであり

ます。

最後に、「教条主義」の問題があります。

教条主義というのは、原則に拘束されるこ

とであります。例えば、この世の中には、賄

賂を使わなければ生きて行けない業界があり

ます。その業界にいる人が、ロータリーでは

賄路を禁止している、そして自分はロータリ

アンである、したがって、自分は賄賂を使わ

ない、と言って、会社を倒産させてしまって

は、身も蓋もありません。社員も家族も路頭

に迷うことになります。これを教条主義とい

うのであります。

ロータリーは、不可能を強いるものではあ

りません。したがって、このような業界で生

きて行かねばならないロータリアンは、賄賂

を使えばいいのであります。

ただ、その場合に、堂々と賄賂を使うので

は困るのでありまして、賄賂を使わなければ

生きて行けないこの業界は不健全であるか

ら、何とかして、賄賂を使わないでも生きて

行ける公正な自由競争社会・健全な業界を実

現しようと努力しながら、しかも、自分の世

代で実現できなければ、孫子の代までも申し

送りながら、止むをえず使う賄賂でなければ

ならないのであります。これがロータリアン

の賄賂の使い方であります。

以上を要するに、下請関係では、共存共栄

の原則が指導理念であり、これを前提とし

て、二つの倫理原則、即ち、第一に利益の適

性分配の原則、第二に賄賂禁止の原則を立て

ているのであります。

『下請なくして元請なく、元請なくして下

請なし」即ち、元請も下請も皆がお互いに

立って行けるような経済体制を組むべし、と

いうことを言っているわけであります。

ただ、現実の職業社会では、これはあまり

行われていないようであり、むしろ、搾取し

て乗っ取る方が横行しているようでありま

す。したがって、これを実践すれば、光るこ

と間違いなし、と言うことになるのでありま

す。
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15．ロータリー理解推進月間

先月はロータリー理解推進月間でありまし

た。そもそもロータリーにロータリー理解推

進月間などがあるというのは誠におかしい話

であります。昔は、このような月間はなかっ

たのであります。しかし、最近はロータリー

が理解できない、ロータリーの理解が足りな

いロータリアンが増えてきたので、このよう

な月間が出来たようであります。

ところで、ロータリアンにとって一番大事

なことは、自分が何故ロータリアンで居るの

か、何故ロータリークラブに入っているの

か、その理由を大‘悟徹底的に理解しておかな

ければならないことだと思います。

この忙しいのに、何故毎週１回の例会に出

なければならないのか。この不況の最中に、

何故高い会費を払ってロータリアンでいるの

か。この点が本当に理解できないと、ロータ

リアンであることの意味はないと思います。

ロータリークラブの会費は只払いになってし

まいます。それどころか、運が悪いと倒産の

憂き目に遭うだろうと思います。

ロータリアンは、忙しいからこそ毎週１回

の例会に出るのであります。暇だから例会に

出るのでほありません。忙しい人ほどロータ

リーが必要なのであります。それは何故かと

いうと、ロータリーは、寄付団体ではなく、

倫理実践団体だからであります。

また、ロータリアンは、不況だからこそ

ロータリー運動に参如しているのでありま

す、不況なときほどロータリーが必要なので

あります。何故かと言うと、ロータリー思想

は不況期に強い哲学であり、職業奉仕を実践

すれば、必ず自由競争社会を勝ち抜くことが

出来るものだからであります。２０世紀の初頭

以来、その実践例は沢山あり、その知恵の集

大成を職業奉仕と言っているのであります。

前回まで５回に亘って申し述べました下請関

係の話も職業奉仕の一部なのであります。

その職業奉仕が解らないと言う人には、

ロータリーは解らないと思います。ところ

が、職業奉仕が解らないと言う人が最近増え

続けているといいます。これは、クラブの教

育機能が衰えたことも一つの原因ではありま

すが、より根本的には、ロータリーを学ぼう

という意欲のないロータリアンが増えたとい

うことであろうかと思います。これはロータ

リーの衰退を物語るものであり、誠に困った

ことであります。何としても、一人でも多く

のロータリアンがロータリーの真髄を理解

し、職業奉仕を実践して、皆が共に隆々と栄

えて行くことを願うものであります。
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16．例会出席について

ロータリーの指導理念は、親睦と奉仕であ

ります。地区大会も１Ｍも全て親睦と奉仕を

指導理念として営まれます。ロータリーの例

会も親睦と奉仕という形を採っています。即

ち、例会時間の内、最初の30分は、食事をし

ながら親睦を暖める時間であり、後の30分

は、奉仕に耳を傾ける時間即ち、卓話の時間

であります。したがって、例会の最初から最

後まで在席して始めて例会に出席したことの

意味があるのであります。

ところが、近年、規定審議会で例会出席に

ついての60％ルールなるものが出来たため

に、卓話の始まる前に退席するロータリアン

が多いのであります。これでは親睦だけの

ロータリーになってしまって、奉仕に耳を傾

ける時間がなくなってしまいます。

これは60％ルールの本来の趣旨を誤解する

ものであります。６０％ルールというのは、例

会に出席した場合に、それが出席と認められ

るためには、例会時間の60％は在席していな

ければならないと言うだけのことであって、

例会とは、本来､最初から最後まで１００％在席

するものなのであります。

ただ、例会中に急用ができて帰らなければ

ならないような場合に、例会時間の60％を経

過しておれば、途中退席してもよいと言うだ

けのことであって、６０％在席すれば退席する

権利がある、などと言うような筋合いのこと

ではないのであります。

途中退席しなければならないことが初めか

ら判っている場合には、例会に出るべきでは

ありません。そのために出席率が１００％にな

らなくてもよいのであります。途中退席をし

ながら出席率１００％などと言うのは、全く意

味がありません。

ホームクラブであれメイクアップであれ、

例会中の急用や急病以外の理由で途中退席を

することは、ロータリアンとして誠に恥ずか

しいことと知るべきであります。

殊に、卓話の始まる前に途中退席すること

は、５０％しか在席していませんから、これは

欠席であります。にも拘らず、何の恥じらい

もなく、当然の如く途中退席をするロータリ

アンがいるのは誠に嘆かわしいことでありま

す。

先般の阪神第１グループの１Ｍは「ロータ

リーの魅力を探ろう』というテーマでありま

した。ロータリーを魅力あるものとするため

には、まず、ロータリアン自身がロータリー

の基本的ルールを守ることから正して行かね

ばなりません。そうでなければ、ロータリー

は形骸化し、衰退するほかないと思うのであ

ります。
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17．出席に関する60％ルールについて

出席についての60％ルールが何故できたの

か、について話しておきます。これは、昔、

アメリカ辺りで行なわれていた「出席競争」

のためのルールでありました。即ち、

国際ロータリーは昔、ロータリアンに出席

の大切さを理解させるためには、ロータリア

ンに例会出席の競争をさせたらよいだろうと

考えたのであります。ロータリアンが出席競

争をしているうちに出席の大切さを理解する

だろうというのでありますから、まさに馬の

鼻先に人参をぶら下げて走らせるようなもの

であります。

この競争は、アメリカとカナダというよう

に非常に広い地域を単位として行なわれ、国

際ロータリーが行司の役を務めるのでありま

すが、日本は未だかってこの競争に参加した

ことはありません。

ところで、競争でありますから、それは

フェアーでなければなりません。フェアーネ

スの原理は、どこから来るかというと、例え

ば、会員数100名のクラブで１名欠席すると

出席率は１％減少しますが、５０名のクラブで

１名欠席すると２％減少して出席率は98％に

なります。２５名のクラブでは４％減少して出

席率96％になります。したがって、１名欠席

したことの効果がクラブの会員数によって

変ってきます。これは不合理だというので、

国際ロータリーは、会員数によってグルーピ

ングをしたのであります。例えば、会員教５０

名から75名のクラブ、会員数75名から１００名

のクラブというように、グループわけをし

て、その中で競争をさせたのであります。

そこで、出席の基準であります。列会に６０

分在席しても出席、５分間しか在席しなくて

も出席、というのでは、どのクラブも、自分

のクラブを優勝させたいために、１分しか在

席しなくても出席として取り扱うおそれがあ

ります。これではフェアーな競争はできませ

ん。そこで、恨みっこなしのルールとして、

列会時間の60％在席すれは出席、それ未満で

あれば欠席としたのであります。したがっ

て、これはロータリアン不信を前提とした

ルールであり、あくまでも競争のルールなの

であります。毎週の例会は競争の場ではあり

ません。自己研讃の場、心を磨くところなの

であります。競争をするために出席している

のではありません。にも拘らず、競争の論理

を自己研讃の場に持ち込んで、それを事もあ

ろうに定款上のルールとして採用してしまっ

たところに間題があるのであります。これは

ロータリーの衰退以外の何者でもないと言わ

なければなりません。
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18．雑誌月間について

今月は雑誌月間であります。昔は、雑誌週

間と言っていました。何故雑誌週間というも

のが出来たのかと言いますと、その由来は、

1911年に遡ります。

1908年頃からシカゴクラブの中では親睦派

と奉仕派に分かれて争いがありました。ポー

ル・ハリスは、シカゴクラブは世のため人の

ためのクラブであるべきだとして奉仕を提唱

し、自説を曲げませんでした。一方、大多数

の会員達は、これに反対して親睦だけの仲良

しクラブであるべきだと主張していたのであ

ります。その結果、クラブの中が荒れてクラ

ブが分裂するほどの危機に見舞われたのであ

ります。

結局、この危機は、全米ロータリークラブ

連合会が設立されることによって避けられ、

ポール・ハリスがその初代会長に就任するこ

とになったのでありますが、ポール・ハリス

は、会長に就任した時「私は、時々独裁者の

ごとく振舞い、多くのロータリアンにご迷惑

をおかけした」と反省したのであります。そ

れはどういう事かと言いますと、ポール・ハ

リスは、ロータリーにおける親睦と奉仕とを

上下の関係においてとらえた事の誤りに気付

きました。親睦と奉仕は表裏一体の関係にあ

る。いずれを優位させてもいけない。ロータ

リーは親睦と奉仕の調和の中に宿ると悟った

のであります。

ポール・ハリスは、この気持ちを全米の

ロータリアンに訴えるべく論文を書きまし

た。名付けて「RationalRotarianism」

と言います。合理的な立場から考えると、

ロータリーという思考は、どのような特徴を

持っているのかと言うことを解説したもので

あります。

ただ当時は、まだ機関誌がなかったので、

連合会の幹事であったチェスレイ・ペリーに

相談したところ、チェスは喜んで、彼が編集

委員長になって、この論文を巻頭論文として

できあがったのが、「TheNationalRotar

ian｣。これがロータリーの公的機関誌創刊

号発刊の物語であります。時に1911年１月２６

日のことでありました。

そこで、国際ロータリーは、その後、この

ことを記念して、１月26日を含む１週間を雑

誌週間としたのであります。ところが、近

年、この１月の雑誌週間が４月の雑誌月間に

変わりました。国際ロータリーの事務局にそ

の理由を尋ねたところ、単に事務上の都合だ

と言うことでありました。このようにして、

ロータリー思想の根元を説いた物語が忘れら

れていくのは、誠に残念なことだと思うので

あります。
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１９．ボール・ハリスのロータリ

前回は、雑誌週間について、その由来を話

しましたが、その中でポール・ハリスの論文

「RationalRotarianism」即ち、ロータ

リーの思考というものは、合理的に考える

と、どのような特徴を持った考え方か、と言

うことを紹介しましたが、今日は、その論文

に引用されているポール・ハリスの考え方の

中核となっている部分を紹介しておきます。

ポール・ハリスは、1907年から、親睦団体

であるクラブの中に奉仕の概念を入れようと

しました。この時のポール・ハリスの考え方

は、「はじめに親睦ありき」その上に、高次の

概念としての奉仕が出てきたのであるから、

奉仕が高次の概念である以上は、それが親睦

と相容れない場合には、親睦を抑えて奉仕が

生きるべきだ、と言う立場をとりました。

その結果、当然のことながら、クラブ親睦

が崩壊してしまったのであります。そこで

ポール・ハリスは、ロータリーにおける親睦

と奉仕とを上下の関係において捉えたことの

誤りに気付いた訳であります。即ち、

親睦と奉仕とを等位の概念として捉えるべ

きであった。この両者は、ロータリーという

社会制度において、表裏一体の関係にある。

いずれを優位させてもいけない。ロータリー

は、親睦と奉仕の調和の中に宿る、と彼は

悟ったのであります。

このことを論文に書いたのが「Rational

Rotarianism」でありますが､彼はこの論文

の中で次のように言っています。

寛容論

「神様の思し召しにより、一段と高いとこ

ろに登ることを許され、ロータリーとは何か

と問われれば、自分は鶴鰭することなく、寛

容（toleration）と答えるであろう」

彼は、ロータリーは、親睦と奉仕の調和の

中に宿る、と説いたのであります。即ち、

「ロータリーとは寛容である。親睦も大切だ

が、奉仕も大切。奉仕も大切だが、親睦も大

切。したがって、ロータリアンは寛容な心を

持つことが大切である。自分の考え方を相手

に押しつけてはならない。ロータリーは、こ

のような思考の世界の中にある｡」これが、

ポール･ハリスのロータリー論でありました。

このようにして、ロータリーが、その思考

の体系として、その外延（外堀）を確立した

のは、1910年にポール･ハリスが「ロータリー

は寛容の中に宿る」と自覚した時であります。

したがって、1910年までは、無反省的な、無

意識的な原理の開発に過ぎなかったわけであ

ります。

ロータリー寛容論を自覚したときに、ロー

タリーの意識的な体系的思考の外延（外堀）

が完成するに至ったと言えるのであります。

したがって、思想史的な視点から見ると、

ロータリー思想の原点が据えられたのは、

1905年ではなくて、1910年のことであり、そ

れまでは、意識下の無反省的な試行錯誤の期

間であったと言わなければならない訳であり

ます。
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20．職業奉仕の概念について

最近、職業奉仕は難しいとか、職業奉仕は

解らないと言うことをよく耳に致します。

元来、職業奉仕と言う言葉は、ロータリー

の専門用語でありまして、世の中の人は、こ

のような言葉は使っていません。辞書を引い

ても、このような言葉は載っていません。

ナポレオンは、「余の辞書には不可能と言

う文字はない」と豪語していましたが、職業

奉仕と言う文字も彼の辞書にはなかったはず

であります。

考えてみると、これは大変奇妙な言葉であ

ります。何故なら、職業というのは、私達が

生きていくための所得を獲得する手段、利潤

追求の手段であります。即ち、これは、自分

のためのものであります。一方、職業奉仕の

奉仕とは、世のため人のためのことを考える

こと、即ち、自分以外の人のことを考えるこ

とであり、これは他人のためのものでありま

す。このように、エネルギーの方向が全く正

反対の、職業という言葉と奉仕という言葉を

合体させて「職業奉仕」と言っているのであ

りますから、言葉自体大変奇妙な感じを受け

るのであります。したがって、解りにくいの

も無理はないのであります。

そこで、色々と誤解が出てくる訳でありま

す。例えば、職業奉仕とは、職業を通じて社

会に奉仕することである、と言う理解の仕方

がありますが、これも誤解を招くものであり

ます。例えば、弁護士が無料法律相談をしま

すと、これは自分の職業を通じて社会に奉仕

しているのだから職業奉仕である、と理解す

るのでありますが、これは間違いでありま

す。これは、直接、社会に奉仕しているので

ありますから社会奉仕であります。

では、社会奉仕と職業奉仕とを分かつメル

クマールは一体何かと言いますと、一言で言

えば受益者は誰か、と言うことであります。

即ち、ロータリアン以外の人が受益者になる

場合が、社会奉仕であり、ロータリアン自身

が受益者になる場合を職業奉仕というのであ

ります。したがって、例えば、優良従業員の

表彰は、職業奉仕と考えられ、一般に職業奉

仕委員会の管轄になっていますが、表彰され

て受益するのは、優良従業員即ち、ロータリ

アン以外の人でありますから、これは社会奉

仕であります。

ただ、職業奉仕の要素が全然ないことはな

いのであって、表彰された従業員を見て、他

の従業員が発奮して、皆が一生懸命に仕事を

するようになり、その結果、会社の業績が上

がれば、社長であるロータリアンも受益する

ことになりますから、職業奉仕的な要素も少

しはあるのであります。したがって、優良従

業員の表彰は、井勘定で言えば、社会奉仕

70％、職業奉仕30％と言うことになり、両方

の要素をもっているということになるのであ

ります。

以上を要するに、ロータリーの概念という

ものは、職業奉仕でないものは社会奉仕、社

会奉仕でないものは職業奉仕、と言うように

クリヤーカットに割り切れないものなのであ

ります。なお、優良従業員の表彰は、社会奉

仕委員会が行なわなければならないものでは

なく、職業奉仕委員会が行っても、会長が

行ってもよいのであります。
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21．ニコニコ箱について

先般、春の叙勲がありましたので、おめで

たいことに因んで、ニコニコ箱についての話

をします。

まず、ニコニコ箱と言うのは、ロータリー

では、世界的な‘慣例ではありません。日本に

はありますが、世界中どこの国にもあると言

うものではないのであります。

日本で、ニコニコ箱の‘慣例が出来たのは、

昭和１０年のことであります。関東大震災の被

災孤児達を東京ロータリーホームと言う孤児

院で世話をしていましたが、東京ロータリー

クラブの人達が、昭和１０年に当時オープンし

た多摩川園という遊園地に孤児達をつれて

行ってやろうということになりました。

ところが、さてその金はどうしようかと言

うことになりました。クラブの会員達は、お

金持でありますが、クラブ自体には金はあり

ません。

そこで、日本橋の羅紗問屋上村伝助商店の

筆頭番頭であった関幸重という人が一計を案

じ、あり合わせのボール箱をもって、「あなた

の誕生日ですよ」とか「お嬢さんが結婚され

たでしょう」とか色々なことを軽妙酒脱に面

白く話しながら、例会場を回ったのでありま

す。会員達が皆笑いながら財布の紐を解いた

と言います。

当時、大学卒の初任給が60円くらいの時代

に600円の金があつまったといいますから、

流石は東京ロータリークラブであります。こ

れで孤児達を多摩川園に連れて行くことが出

来たのであります。

それからは、関さんが、何かことあるごと

にその箱を持って回ったのでありますが、あ

まり汚い箱では具合が悪いだろう、皆がニコ

ニコして金を出してくれるからと言うので、

三越に注文して、えびす様の顔を彫った箱を

銚えました。これがニコニコ箱の起こりであ

ります。

いずれにしても、戦前のロータリアン達

は、金を集めるにしても色々考えてユーモラ

スにやったのでありますが、今日のロータ

リーには、このユーモアがやや乏しいとも思

われるのであります。

なお、東京ロータリークラブのこの‘慣例に

対して、大阪ロータリークラブは昭和５年だ

から東京よりも早いという説があります。

しかし、大阪ロータリークラブの場合は、

遅刻等の時にＳＡＡがなにがしかの金銭を強

制的に取り立てる罰金箱であって、ニコニコ

箱とはその趣旨が異なるのであります。

ニコニコ箱は、あくまでも、何か喜び事が

あったときに、会員達がそれを記念して、社

会奉仕の浄財をクラブに寄託するものであっ

て、罰金箱のように人を責める形で金を集め

るものではありません。罰金という恨み辛み

の篭もった金を社会奉仕に使うことはロータ

リーの趣旨に合わないのであります。した

がって、当クラブでは、罰金箱は｢すまんボッ

クス』として、ニコニコ箱とは区別している

のであります。
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22．ニコニコ箱についてその２

前回と異なり、今日は、ニコニコ箱につい

ての原理的な話をしておきます。

ニコニコ箱には、寄付金の原則が支配しま

す。即ち、『金を出したい人が、出したい時

に、出したい金額だけ出す」そして『出した

入必ずしも尊からず、出さざる入必ずしも卑

しからず』これが寄付金の原則であります。

したがって、強制的要素の一切ないものをニ

コニコ箱というのであります。

このようにニコニコ箱というものは、何か

嬉しい事があったときに、それを記念して、

ニコニコ笑って、なにがしかの浄財を入れる

ものであって、罰金的要素のないものを言う

のであります。したがって、これは一つの信

託財産であって、クラブが何かの社会奉仕活

動をするときのために、この善き因縁のお金

でその仕事をしてくださいよ、と言う形で、

予めクラブ理事会に預けておくお金でありま

すから、クラブの通常会計が赤字になったか

らと言って、この金をクラブの赤字補填に使

うことは出来ないのであります。

この場合は、クラブの会費を値上げするほ

かありません。何故なら、社会奉仕のための

ニコニコ箱をクラブの赤字補填に使えば、

ロータリアンが社会奉仕財源をピンハネした

ことになるからであります。

これに対して、当クラブの『すまんボック

ス』のように罰金箱であれば、クラブの赤字

補填に使うことが出来るのであります。何故

なら、罰金箱は、原理的には、恨み辛みの篭

もった金でありますから、本来、社会奉仕に

使うべきではないからであります。

要するに、お金を出した人の気持を尊重し

てクラブ理事会がこれを預かる、即ち、基本

的には預かり金であって、クラブの財源では

ないのであります。

このように、ニコニコ箱は、何時入って来

るか判らない、いわば不時の収入であります

から、予算を立てることが出来ません。した

がって、事業計画も立てられません。

したがって、ニコニコ箱の金は、当該会計

年度に使ってはならないのであります。

ニコニコ箱の管理方法は、６月３０日で〆

て、その〆た金を次の年度の事業予算科目に

載せるのであります。このように、ニコニコ

財源の支出方法だけは、会計年度が１年遅れ

になってくるのであります。

もし、当該会計年度に使うものとして予算

を立てると、５月頃になって、ニコニコ財源

が予算額に満たないと、『今年度の予算額（目

標額）には未だ大分不足していますので御協

力を御願いします』と言って、例会でテーブ

ルにニコニコ箱を回すようなことになりま

す。これは強制になり、ロータリーの面目を

汚すものであります。いささかなりとも強制

にわたることがあってはならないのがニコニ

コ箱なのであります。

なお、他のクラブの状況を見ましても、例

えば米山ボックスなど、ニコニコ箱以外の募

金がクラブ内部で絶えず行われているクラブ

は、割合に雰囲気が明るくて、大変活気にあ

ふれているものであります。
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23．ロータリアンのマナーについて

ロータリアンの基本的なマナーの一つに

「約束を守る」ということがあります｡昔、

昭和６年の日本の２代目ガバナー井坂孝さん

が、日本全国を管轄する国際ロータリー第７０

地区ガバナーに就任するに当たり、ガバナー

月信第１号において、ロータリアンが遵守す

べき３ケ条を宣言しました。その第一条が、

ロータリアンたる者は約束を守るべし、とい

うのであります。約束を守るということは、

ロータリアンは皆職業人でありますから、契

約を守るべし、ということであります。した

がって、これはロータリアンに対して契約的

正義の実現を説いたものであります。

この約束を守るということの中には、当然

時間を守るということが含まれているのであ

ります。時間は万人の共有物でありまして、

時間に遅れるということは、相手に迷惑をか

けることになりますから、遅刻は、ロータリ

アンとして最大の恥なのであります。

このために、ロータリーでは、昔から時間

を守ると言うことを喧しく言うのでありま

す。

遅刻することが予め判っている場合には、

遅れることを相手に伝えておくべきであり、

更に、例えば、会議に１時間も遅れるような

ときには、むしろ欠席すべきであります。

これが、相手に対する思いやりでありま

す。何故なら、１時間も遅刻するとそれまで

の会議の進行状況が全く解りませんし、ま

た、遅刻者のためにそれまでの会議の内容を

説明することもできないからであります。

昔、帝国海軍では、定刻５分前主義が採ら

れていました。正確には、定刻15分前には皆

が集合し、５分前には全ての準備が完了して

いることを意味しました。

パストガバナーの会合では、定刻30分前に

は皆が揃っていることも時々あります。これ

は、年をとると気が早くなるのか、或いは、

時間に余裕ができるのか、兎に角、これは大

変結構なことであります。

ところが、中には遅刻することを誇りに

思っている不心得者がいます。日本の或るパ

ストガバナーは、ロータリーを上意下達の上

下関係でとらえているため、俺は偉いんだと

いう意識があるらしく、諮問委員会その他あ

らゆるロータリーの会合には必ず遅刻するの

であります。たまたま早く現地へ来ていて

も、遅刻するまでは会合の場に入らないので

あります。このような人がパストガバナーの

中にいることは、誠に恥ずかしいことであ

り、ロータリーも堕落したとの感を深くする

のであります。

昔、西宮ロータリークラブの八馬啓さんが

当クラブにメイクアップに来られて１分遅刻

された時、『１分遅れたから今日はメイク

アップにしないで下さい。しかし、折角来た

のだから皆さんと楽しく食事をして帰りま

す』と言って、ヴィジターフイーを払って、

最後まで例会を楽しんで帰られたことがあり

ました。時間を守ると言うことについて、自

らを規律する事きわめて厳しい、この態度を

ロータリアンたるものは忘れてはならないと

思うのであります。
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24.Ｓ，Ａ、Ａについて

Ｓ、Ａ、Ａというのは、ＳｅｒｇｅａｎｔＡｔＡｒ

ｍｓの略語であって、日本では、会場監督と訳

されています。これは、中世イギリスの宮廷

の官職であって、今日の言葉で言えば、皇宮

警察の署長に当たるのであります。当時、こ

の役職は、宮内大臣権限をもっていましたか

ら、中世の宮廷における最高の権力者の一人

でありました。

Ｓ、Ａ、Ａは、宮廷内の催し物、例えば、会

議、宴会等が計画され、実施される時に、そ

の会議の目的を遂げるがために、会議の秩序

を維持する最高の責任者のことであります。

催し物は、特定の時に、特定の場所に、特

定の人達が集まります。皆一国一城の主であ

り、しかも生身の人間でありますから、会議

の途中で何が起こるか判りません。Ｓ、Ａ、

Ａは、そのような突発的な事態に速やかに対

応しなければなりませんから、プログラムを

企画立案する理事会に席を持つことは望まし

くないのであります。理事会で予断を持って

いると動きづらいことがあります。したがっ

て、Ｓ、Ａ、Ａは、原理的には、理事を兼ねて

はならないのであり、ある意味では、Ｓ、Ａ、

Ａは、速戦即決の単独決議機関であります。

このように、Ｓ、Ａ、Ａは、その責任が重

く、その地位高きが故に、理事会の決定に参

加している暇はないのでありまして、自分が

予備的に独断で決定することができます。

まず第一に、Ｓ、Ａ、Ａは、例会の時間配分

について監督する権限があります。会長の挨

拶が長引いた場合、会長に発言中止を命令で

きるのはＳ、Ａ、Ａだけであります。

第二に、元来、Ｓ、Ａ、Ａは、例会中の途中

退席を禁止する権限が与えられています。

即ち、病気その他特殊の事情によって途中

退席する人は、Ｓ、Ａ、Ａの許可を得なけれ

ばなりません。途中退席にＳ、Ａ、Ａの許可

を求めるのが紳士のマナーに叶うのでありま

す。

ただ、最近は、例会出席の60％ルールを誤

解して、例会時間の60％在席すれば、途中退

席する権利がある、などと考える人が多いよ

うでありますが、これは大変な誤解でありま

して、６０％ルールは、あくまでも、病気その

他特殊の事情のある人が、途中退席したとき

に出席と認められるための最低の条件にすぎ

ないのでありまして、途中退席の権利を認め

たものではありません。

本来、ロータリークラブは、社交クラブで

ありますから、クラブに出る出ないは会員の

自由であります。だとすれば、途中退席も自

由なはずであります。したがって、会長が例

会場に鍵をかけて、皆が退席できないように

すると、不法監禁罪になります。

ところが、Ｓ、Ａ、Ａが鍵をかけると不法

監禁罪にはなりません。何故かというと、刑

法第35条、『正当な業務による行為はこれを

罰せず』Ｓ、Ａ、Ａが、鍵をかけることは、

現場の秩序を維持するための正当な業務行為

であると考えられるからであります。これは

S、Ａ、Ａだけに認められた権限なのであり

ます。

このようにＳ、Ａ、Ａの職務は大変重要で

ありますから、Ｓ、Ａ、Ａには、会長、幹事の

経験者が就任するのが通例であります。

－２５－



25．“ロータリーの役員について,,その１

ロータリーの役員としては、会長、幹事、

S，Ａ、Ａ，会計があります。これがロータ

リという自治団体を管理する役職でありま

す。

まず、会長は何をする役職か、というと、

これは、日本国憲法の組織原理から言うと天

皇に当たります。即ちロータリーの象徴であ

ります。それは、帝王学の権化であり、ロー

タリー存在の権化であります。したがって、

会長は、執行権限は何一つ持っていません。

持っていないからこそロータリーが光るので

あります。実権は、内閣総理大臣に当たるク

ラブ幹事がすべて握っています。

会長は、クラブ幹事と共にクラブの代表権

者でありますが、会長の代表権と言ってもそ

れは法律的な意味での代表権ではありませ

ん。株式会社の代表取締役とは違います。

１°例えば、ガバナー月信の名宛人になる場

合（会長並びに幹事殿）のように、国際ロー

タリーの窓口になる場合には、会長に代表権

があります。しかし、これは、法律的な意味

の代表権の実体はありません。

２．また、会長が他のクラブとお付き合いを

する場合がありますが、会長は何も決定権を

持っていないのでありますから、事実上代表

者として振る舞う資格があると言ってよいと

思います。しかし、これも、法律的な意味で

の代表権ではありません。

３．また、団体的な社会奉仕を実施する段階

で、地域社会に対して、私がこのロータリー

クラブの会長であります、ということで代表

権らしきものを行使できる場合があります。

しかし、これも細かく分析していくと、法律

的には代表権といえるものではありません。

以上を要するに、実務的な意味における代

表権は、クラブ幹事が握っているのでありま

して、会長には法律的な意味の代表権はない

と言ってよいと思います。

では、会長は、何をするべきかと言います

と、例会でアドバルーンを上げて、皆にやる

気を起こさせることであります。そして、ク

ラブ管理の事務的な細かいことについての質

問がきた場合には、幹事に任せればよいので

あります。

会長は、クラブ管理の全てのことを知っ

て、しかも知らない顔をしていなければなり

ません。会長が、何でも知ったか振りをした

ら、クラブは育たないのであります。会長職

を務めるには、このようなマナーが必要であ

ります。逆に、幹事は、こと手続きに関して

は知らないことでも知った顔をしていなけれ

ばならないのであります。

また、会長は、理事会の議長であります。

したがって、理事会の多数決によって拘束さ

れます。これは、会長にリーダーシップがな

いというのではなく、建前上、会長というも

のは、議長としての役割しか果たさないと言

うことであります。要するに、会長は、クラ

ブのシャッポのようなものであります。即

ち、帝王学の実践者であり、ロータリー存在

の根拠を主張する役職なのであります。

－２６－



26．“ロータリーの役員について,,その２

会長と共に重要なロータリーの役員として

クラブ幹事があります。幹事は、会長と共に

ロータリークラブの代表権者であります。そ

のことは、会員の身分証明書をみれば明らか

なように、会員身分を証明する権限は、幹事

が持っているのであります。

幹事は、クラブ内外の情報を一身にプール

していますから、クラブ管理の実務の代表者

であり、クラブの中心人物であります。した

がって、あらゆる情報は、全て幹事を経由す

ることになっているのであります。このよう

に、幹事は、クラブ管理の大黒柱であります

から、こと手続に関しては、知らないことで

も知った顔をしていなければならないのであ

ります。これは大事なところであります。

元来、ロータリーには、団結力がありませ

ん。あるものは、一人一人の良質な主体性で

あります。ポール・ハリスも言っているよう

に、ロータリーの長所は、団結力のないとこ

ろであります。心の団結はありますが、行動

の団結、外形の団結のないのがロータリーで

あります。したがって、ロータリークラブ

は、組織体として非常に弱いのであります。

そこで、その弱さをカバーするために幹事に

対しては強大なクラブ管理の権限を与えてい

るのであります。比職的に言えば、幹事は、

ヒットラーの１０倍の独裁権を持っていなけれ

ば、クラブという組織を永続的に維持するこ

とができないのであります。

この故に、幹事は、毎年交替の原則に服さ

ないのであります。例えば、1910年創立の

フィラデルフィアロータリークラブは、５０年

間、同一人物が幹事職を務めていたのであり

ます。日本でも、昔の大阪ロータリークラブ

の露口四郎さんは、幹事歴任１３年であり、東

京ロータリークラブの小林雅一さんは、幹事

歴任１１年でありました。

なお、クラブ管理の独裁権と表裏一体の関

係として、肝に銘じておかなければならない

ことは、幹事は常に謙虚でなければならない

と言うことであり、これなくしては独裁権は

宙に浮いてしまうのであります。と同時に、

現実のクラブの管理運営に当たっては、幹事

には、達磨大師の１０倍の忍耐力が必要となり

ます。何故なら、ロータリークラブは、本質

的に社交クラブであり、一人一人が主体性を

持った勝手気侭な人間の集まりでありますか

ら、これを纏めていくには非常な忍耐力が必

要だからであります。

また、幹事は、会長と一体でなければなり

ません。私は、これを会長幹事一体の原則と

呼んでいます。人間の社会というものは仕様

がないもので、幹事の悪口は必ず会長のとこ

ろへいきます。その場合、会長は、相手の言

うことが正しいと思っても、絶対に幹事を守

らなければなりません。それを、君の言うと

おりあの幹事は駄目だからやめさせよう、な

どと言ったら、クラブは滅茶苦茶になってし

まいます。

同様に、会長の悪口が幹事の所へ来たとき

は、幹事が会長を守らなければなりません。

これは、マナーとして心得ておくべきこと

であります。このように、会長幹事がお互い

に守り合うことによって、クラブというもの

は円滑に機能するのであります。

－２７－



27．“ロータリーにおける平等

福沢諭吉先生の言葉に､『神は、人の上に人

を作らず、人の下に人を作らず』という言葉

があります。それと同じように、ロータリー

は、ロータリアンの上にロータリアンを作ら

ず、ロータリアンの下にロータリアンを作ら

ず、と言うことが言えると思うのでありま

す。このように、ロータリアンの世界は、完

全に平等・対等の世界であります。したがっ

て、クラブ会長と一般会員との関係も平等．

対等、会長と幹事の関係も、クラブ理事と一

般会員との関係も全て平等･対等であります。

昨日入会した新入会員と25年在籍のパストガ

バナーの関係も平等．対等であります。

では、会長・幹事と地区ガバナーとはどの

ような関係にあるのかと言いますと、会長・

幹事は、ロータリークラブという自治団体の

代表者であり、ガバナーは、国際ロータリー

という自治団体の代表者でありますから、お

互いに平等・対等であります。国際ロータ

リーの方がロータリークラブより地位が高い

のではありません。したがって、ガバナーの

方が会長・幹事より偉いのでもありません。

ある地方に行きますと、ガバナーを天皇陛下

のように思っている人がいますが、とんでも

ない間違いであります。

では、国際ロータリーの役員である地区ガ

バナーと一般会員とは、どのような関係にあ

るのかといいますと、直接的には何らの関係

もありません。国際ロータリーの会員は、全

世界のロータリークラブであって、個々の

ロータリアン(一般会員)は、国際ロータリー

の会員ではないからであります。強いてどの

● 対等の理念について,,

ような関係にあるかと言えば、ガバナーも一

般会員もロータリアンとして平等・対等であ

ります。この理は、国際ロータリーの会長と

一般会員との関係でも同じであります。全て

平等・対等であります。

また、ガバナーと地区委員との関係、地区

委員と一般会員との関係も全て平等・対等で

あります。このように、全てのロータリアン

は、平等、対等でありますが、ただ一つ注意

すべきことは『親しき仲にも礼儀あり」年長

者に対する礼を失してはなりません。

以上を要するに、ロータリーの世界は、完

全平等対等の横型社会であって、いささかな

りとも縦型思考が入ってはならない世界なの

であります。したがって、このような視点か

ら見ると、ロータリアンを表彰するという制

度はロータリー的ではないと思うのでありま

す。平等対等なロータリーの世界にあって、

ロータリアン同士が表彰し合ったり、褒め

合ったりすることは､｢下手な芝居は楽屋で褒

める」というように、大変見苦しいものであ

ります。また、いかに社会的に地位が高くて

も、ロータリーの世界では平等・対等であり

ます。或る会員に栄誉を与えたり、特別視し

たりすることは、世俗の論理でありまして、

ロータリーの為すべきことではありません。

心すべきことであります。

最後に､『純ちゃんのコーナー」を終えるに

当たって、ロータリーにとって最も重要な

ロータリーの完全平等対等の理念を説いてま

とめの言葉といたしました。この一年間、本

当にご静聴ありがとうございました。

－２８－
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｜振り返ってみますと200,年は私達ﾛーﾀﾘｱﾝにとって忘れ難い年でした｡’
'一業多会訓への変更､例会出席の緩和､標準ｸﾗプ定款にとらわれないバｲ｜
｜ロット・プロジェクトの試行､更には職業奉仕の第二モットーHeprofitsl
lmostwhoservesbestの使用停止騒動｡等色々ありました。
｜こうした転換期に直面し､私達伊丹ロータリークラブには､もっとローダ｜
｜リーを学ぼうという意見が湧き上がってきました｡そこで､深川純一会員にI

lo-ﾀﾘー情報の解説をお願いし､快諾を得たのが､｢純ちゃんのｺーﾅー｣｜
|の立ち上がりでした｡当初､｢ﾛーﾀﾘー3分間情報ｺーﾅー｣の名で始める予Ｉ
I定でしたが､時の総理にもあやかり､思い切り柔らかくし､｢純ちゃんのコー｜
｜ナー｣と名付けた次第です｡深川会員のお許しを得たとは言え､実に失礼な命｜
|名をしたものだと今更ながら冷や汗ものです。
｜とにもかくにも､順調にこのｺー ﾅー が,年間に亘り､気楽に､楽しく続い’
'たのも､会員の皆様のご理解によるものだと考えています。

｜そしで深川会員のご好意を無にしないためにも｢純ちゃんのｺーﾅー｣の｜
|貴重な解説を記録として残すことに致しました｡時には頁をめくり、ローダ｜
｜リーに対する熱き思いを感じ取って頂ければ幸いです。
｜最後になりましたが､深川純一会員のご好意に厚く御礼申し上げます。
｜そして折にふれ､ご支援頂いた前年度山本泰督会長､久保武久幹事､更に発｜
Ｉ刊にご尽力頂いた事務局の方々に深く感謝致します。

2002年7月伊丹ﾛー ﾀﾘー ｸﾗプﾛー ﾀﾘー 情報委員会Ｉ


